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山口県におけるイチゴの栽培面積は111ha(2007年)

であり，主としてパイプハウス施設で栽培されている.

近年，労力の軽減などから高設栽培が求められ，本県で

は1999年に再生プラスチックを利用した高設栽培シス

テム「らくラック」を開発し，県内のイチゴ栽培におい

て広く利用されてきた(第 1関)7J.しかしながら，連

作による土壌病害が深刻化している.岡田ら10)は，そ

の土壌病害が萎黄病，疫病，炭痘病であることを明らか

にし，その中でも萎黄病の被害が最も大きいと報告して

いる.

萎黄病は，糸状閣であるフザリウム (Fusarium

oxysporum)による土壌病害であり，主に根から進入

するため，汚染土壌に定植すると感染する.発病した場

合には，一葉の奇形，生育不良，根の腐敗，枯死を引き起

こす.発病に最適な地温は25-30
0

Cであり，低温期の

土壌消毒は効果が低いと考えられている.また，親株に

感染すると子苗にも伝染するなど，一度発生すると根絶

が困難とされている 5) 

土壌病害の防除方法としては，土壌消毒剤などの殺菌

剤を用いた化学的妨除，措抗菌の活性や生長を促進し病

原菌を抑制させる生物的防除，i昆湯や太揚熱を利用した

熱処理による物理的防除などがある.その中でも太陽熱

平成22年11月15白受領，平成23年2月15日受理

本報告の一部は， 2009年度目本植物病理学会本大会に

おいて発表した.

消毒は，処理に特別な機具等が不要なことから昔から広

く実施されているが，気象条件によって効来が左右され

るため，防除効果が不安定などの開題も多い.また，太

陽熱沼毒はハウス内を高温にして実施しなければならな

いが， rらくラックjの栽培槽の原料が再生プラスチッ
クであることから高温による変形が危倶されるため，効

果の高い盛夏時の太陽熱沼毒は，現場ではほとんど実施

第1図 山口型高設栽培システム fらくラックJ
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されていない.

そこで，盛夏期より気温の低い 6-7月において太陽

熱消毒が可能か否かを検討すると共に，太陽熱消毒を実

施する上での条件について詳細に検討した(第2図). 

1 材料および方法

1)太揚熱消毒での萎黄病菌死滅条件の検討

(1)萎黄病菌の苑減条件

「らくラックJにおける太陽熱消毒での萎黄病菌の苑

減条件を検討するため，山口県農林総合技術センター

(以下センターと略す)ガラスハウス(l5rnx 7 rn)内

の fらくラック(内なり式)jの栽培槽(縦600crnX横

15crn X 深土10crn)の土壌中に，萎黄病菌(菌糸および

分生胞子が着生)を培養 (PDA培地で4日間静置)し

たシャーレを栽培槽中央部の地表面から約10crnの深さ

に一列に埋設した.その後，地表面を農業用ポリエチレ

ンフィルム (O.lmm)で被覆し，太陽熱消毒を実施した.

土壌水分は，飽和容水量とした.

試験は 2問実施し，試験1は梅雨入り後の2008年6

月4-16日(梅雨入り 5月28日頃)，試験2は梅雨明け

後の7月14-22日(梅雨明け7月6B頃)に実施した.

泊毒期間中は萎黄病菌の死滅を確認するため，試験lで

は処理 1，3， 4， 6， 8， 9日目に，試験2では処理

1， 2， 3， 4日目に埋設したシャーレを 6枚ずつ回収

し，シャーレ中の寒天片を約 1cm四方切り抜き，新しい

PDA培地に置床した.置床後280C1週開静置し，置

床したシャーレ内の閣の伸長の有無を確認し，伸長しな

かった時点で，その蕗が死滅したと判断した.

併せて，処理Iやはハウス内の気温(約90crn高)と地

温(lOcrn深)を，温度記録計(おんどとり，株式会社

テイアンドデイ製，以下関じ)を用いて測定した.試験

1はハウスを密閉した状態で，試験2はサイドビニール

を聞けた状態で実施した.

C 2 )発病株内の萎黄病菌の死滅条件

発病株内の萎黄病閣を太陽熱消毒により死滅させるこ

とができるかを検討するため，センター内のガラスハウ

スにおいて「らくラック(内なり式)jで加温促成栽場

中のイチゴに， 2008年2月に萎黄病菌を人工接種し，

発病させた株を栽培槽に残した状態で 6月4日-7月

7日に太陽熱消毒を実施した.処理は栽培槽表面を農ポ

リ (O.lmm)で被覆し，ハウスは密開した状態で実施し

た.土壌水分は，飽和容水量とした.消毒13B後と32

8後に発病株のクラウン根を採取し，クラウン根から約

1 X 1 X 0.5crnのa罷病部を切り抜き，表面滅菌を実施し，

PDA培地を用いて，萎黄病菌の分離を行った.表面殺

菌は，切り抜いた擢病部を70%エチルアルコール30秒，

1%アンチホルミン溶液2分間浸潰して行った.なお，

太陽熱消毒処理中は，ハウス内の気温(約90crn高)と

地温(lOcrn深)を測定した.

2)栽培に用いる被覆マルチの太陽熱消毒利用の可否

栽培に用いられる白黒マルチが，太陽熱消毒に用いる

ことができるかを検討した.試験は，センター内ピニー

ルハウスの「らくラック(内なり式)jを用いて行った.

被覆資材は，使用済み白黒マルチ(前作で利用，厚さ

0.05mm，約30crn間隔でイ壬80mmの穴が空いている)，未使

用の農業用ポリエチレンフィルム CO.1mm)を供試し

それぞれ単用または白黒マルチとポリエチレンフィルム

との二重被覆により太揚熱消毒を実施した.処理は

2008年7月8-14日に実施し，ハウスは密閉した状態、

で実施した.土壌水分は，飽和容水量とした.処理中は

ハウス内の気温(約90crn高)と地温(lOcrn深)を測定

した.

3 )被覆フィルムの厚さの検討

被覆フィルムの厚さが太陽熱消毒時の地温に与える影

響を検討した.試験は，山口市嘉JIIの現地ビニールハウ

ス(6 rn X 63rn)内の「らくラック(外なり式，栽培

槽30crnX深こと10crn)jを用い，被覆フィルムは未使用の

ポリエチレンフィルムの0.1聞と0.075mmを供試し，太陽

熱消毒を実施した.処理は2009年6月14-16日に，ハ

ウスは密関した状態で実施した.土壌水分は，飽和容水

量とした.処理中はハウス内の気温(約90crn高)と池

i昆(lOcrn深)を測定した.

4)太陽熱消毒の確実な効果が得られる温度条件の検

討

太陽熱消毒において確実に消毒効果が得られる温度条

件を検討した.まず地温とハウス内気温との関係につい

て解析をするため，山口市嘉JIIの現地ビニールハウスに

おいて， 2009年6月24日から 7月5日まで太腸熱消毒

を実施し，実施中のハウス内の気温(約90crn高)とら

くラック(外なり式)の地温 (10crn深)を計測し，日

別最高地温と日別最高気温との関係を調査した.太陽熱

消毒は，農ポリ CO.1mm)を用い，ハウスは密閉した状

態で実施した.土壌水分は，飽和容水量とした.次に，

fらくラック」の日別最高地温およびハウス内の日別最

高気温と50
0

C以上の地温持続時開の関係について検討

するため， 2008年は山口市センター内ガラスハウスの

「らくラック(内なり式)j，2009年は山口市嘉JIIの栽培

ハウス内の「らくラック(外なり式)jにおいて 6-

8月の太陽熱消毒実施中の最高地温(lOcrn深)および

最高気識(約90crn高)と50
0

C以上の地温持続時間を測

定し，相関関係を調査した.太陽熱出毒は，農ポリ
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(O.lmm) を用い，ハウスは密閉した状態で実施した.土

壌水分は，飽和容水量とした.

5 )アメダスデータを利用した太陽熱消毒効果の高い

地温発現日の推定

太陽熱消毒の効果が高いと判断される池温50
0

C以上

になる臼と，気象庁が提供するアメダスデータ(気温，

B照時間)の関係について調査し， rらくラックjにお
ける太陽熱消毒効果の高い地温が発現する日が推定可能

かを検討した.ハウス内の気温(約90crn高)と「らく

ラック」の地温 OOcrn深)の実測は，センター内ガラ

スハウスで測定した.太陽熱泊毒は，農ボ 1) (O.lmm) 

を用い，ハウスは密閉した状態で実施した.土壌水分は，

能和容水量とした.アメダスデータは，測定地点から一

番近いアメダスポイントの山口の観測値(気温，日照時

間)を用い，上述の実測値と比較した.測定は2008年

6月4日から 7月6日にかけて行った.

2008年に見出した推定方法の適合性を確認するため，

2009年6月23日から 7月23日に山口市嘉JIIおよび岩国

市玖珂のビニールハウスにおいてハウス内気溢，栽培槽

内の地温を計測した.アメダスデータは，山口市ハウス

では山口アメダスポイント，岩田市ハウスでは玖珂アメ

ダスポイントの測定値を用い，アメダスデータの日別最

高気温が27
0

C以上，日照時間が5.7時開以上を記録した

日の実測最高地温を調査した.

6 )現地イチゴ栽培ハウスでの実証

山口市嘉川iのビニールハウス(らくラック外なり式)

においては， 2009年 6 丹 22 日 ~7 月 5 日に，下関市菊

JlIのビニールハウス(らくラック内なり式)においては

時年 6 月 12~25 臼に，太陽熱消毒を実施した.前作の

クラウンはすべて除去し，サイドビニールは，山口市ハ

ウスは閉めきった状態，下関市ハウスは約30crn開放し

た状態で、行った.

処理期間中は，ハウス内気温(約90crn高)と栽培槽

の地溢 OOcrn深)を測定した.土壌治毒の効果を確認

するために，消毒前後に土壌を採取し，ローズベンガル

培地を用いた希釈平板i去により全糸状菌数を計測した.

消毒後は，向年 9月に山口市ハウスでは「さちのか」を，

下関市ハウスでは fとよのかjを定植し， 2010年5月

まで、栽培を行った.栽培期間中は，随時観察し，葉の奇

形や萎凋症状の発生の有無を調査した.

2 結 果

1)太陽熱消毒での萎黄病菌死減条件の検討

(1)萎黄病菌の死減条件

試験1における窟の検出率は，処理1日後で100%，

4日後で83.3%，6日後で66.7%，8日後で33.3%，9 

日後で0%であった.検出されなくなった 9日目までの

地視40
0

C以上積算時間は50時間であった.500C以上の

誤算時間は13時間であった(第 1表). 

試験2では，処理3日後の検出率は100%であったが，

4日後では 0%であった. 4臼自までの地温40
0C以上

の積算時間は47時間であった.50
0

C以上の積算時間は

9時間であった(第2表). 

( 2 )発病株内の萎黄病菌の死減条件

発病株のクラウン根を処理13日後と32日後に回収し，

菌の分離を行った結果，萎黄病菌の検出率は， 13日後

で33%，32日後で0%であった.32日後の50
0

C以上の

積算時間は45時間で、あった(第3表). 

2 )栽培に用いる被覆マルチの太陽熱消毒利用の可否

太陽熱消毒期間中の被覆フィルム別平均地温は，ポリ

エチレンフィルム被援が38.6
0

C，白黒マルチ被覆が

33fC，ポリエチレンフィルムと白黒マルチの二重被覆

が36fC，無被覆が33.5
0

Cであった.50
0

C以上の積算時

聞は，ポリエチレンフィルム被覆で25時間，白黒マル

チ被覆でO時間，ポリエチレンフィルムと白黒マルチの

第1表 太陽熱泊毒での滅菌効果とj昆度別積算時間

(試験1)

処理期間(日) 3 4 6 8 9 

分離シャーレ数/
6/6 6/6 5/6 4/6 2/6 0/6 

供試シャーレ数

萎1立病菌検出率(%) 100 100 83.3 66.7 33.3 O 
40
0

C以上干iは1:1侍Ill](h) 1 12 20 30 39 50 
500C以上積算時fll](h) O O 2 5 7 13 

2008年6Ji 4 ~12日に太j湯熱~ì~í1与を実施

萎1l'í~丙 jMî検出家主(分離シャーレ数/供試シャーレ数) x 100 

PDA培地で培養した婆賞病菌(菌糸，分生抱子)を培養
シャーレごと思設した.太陽熱処理後， I随時間I1又し，シャー

レ中の寒天片を新しいPDA培地に"ifit床し，そのi容が全く伸
長しなくなった時点で，その闘が死滅したと判断した

第2表太陽熱消毒での滅菌効果と温度別積算時間

(試験2) 

処理期間 (EI) l 2 3 4 

分離シャーレ数/供試シャーレ数 6/6 6/6 6/6 0/6 
萎焚病菌検出率(%) 100 100 100 O 

400C以上積算時fllj(h) 18 28 36 47 

50
0

C以上積算時間 (h) O 4 4 9 

2008年7)il4~22 E1に太陽熱消毒を実施
萎賞病菌検出家=(分離シャーレ欽/lJt試シャーレ数)x 100 
PDA培地で培養した萎賞病jMi(繭糸，分生胞子)を滋養
シャーレごと埋設した.太陽熱処理後，随時凶I1又し，シャー

レ中の寒天}十を新しいPDA:時i:!t!ltこi出来し，そのjMiが全く伸
長しなくなった時点で，そのjr.jが死滅したと'FU控rrした
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第3表 太陽熱消毒でのクラウン内萎黄病菌の滅菌効果

処埋邦1[lij (日)
分離株数/供持続ミ数

萎黄病j!ii検出本(%)

50'C以上積算i待問 (h)
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O

必

ハU

2008年に萎黄病j!iiを接殺し，栽培後の催病した株を1jt試

2008年 6 月 4EI~7}i7EI に太陽熱消毒を実施

萎主T病的検出率=(分高IE株数/供試株数)x 100 
太陽熱消毒後図収したクラウン紋の挺病部を表樹殺菌後，

PDA培地にlliJ~床
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第3図被覆資材別地温の推移
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第4図 被覆フィルムの障さ加地温(高設ベンチ)の

推移

ニ重被覆で15H寺関，無被覆では O時間であった(第 3

歯). 

3 )被覆フィルムの厚さの検討

被覆フィルムの厚さの違いが地温に及ぼす影響を調査

した結果，処理期間中の平均地識は揮さO.lrnrnで、38.3
0

C，

0.075闘で、37.5
0

Cであった.50
0

C以上の穣算時間は，車さ

O.lrnrnで、12時間 (50
0

C以上平均地温55.3
0

C)，0.075rnrnで、11

時間 (50
0

C以上平均地温54.0
0

C)で、あった(第4国). 

4)太陽熱消毒の確実な効果が得られる温度条件の検

2009年 6月24日から 7月 5日までのハウス内の気温

と地温を計測した結果，最高気温，最高地j晶が50
0

Cを

越えた日は，最低地温は最低気温に比べて高く，また温

度の動きに時間差があるものの，気温と地植は，ほほ悶

じ動きを示し(第 5悶)，最高気温と最高地温は，ほと

4
y
 
も
もー
へ

A
V
 、も;へ

A
V
 
も也
γへ

令

、4v へ
令

、
仏

γへ

A
V
 や‘

A
V巴
〈
'
℃

ぷ凡
v
i
B

A
V
'
〈
も

d
v
 

A

V

~

、
d
v一

4J3
〈
、
4
y
 

A
V・
〈
も

a
A
V
一
A
v
j
，、

A
υ
A
U
A
υ
A
υ
A
υ
A
υ

《

υ
n
u

、竹HV

7

6

5

4

3

2

1

H

 

(

ハ

ド

〉

制

国

媛

〈

、

一一気温

一一地混

第5図 ハウス内の温度と地誌(高設ベンチ)の推移

第4表最高地温と最高気温との関係

最高気j品
比 A/B(OC) B 

58.6 0.98 

58.0 1.01 

60.2 1.05 

55.3 1.02 

62.2 1.03 

59.8 0.98 

平均 1.01 

ハウスサイドビニールは閉め切り らくラック外なり方式

2009年6月24EI~ 7月5EIに太陽熱消毒を実施

wM査地点 WI~査FJ El 
最高地j鼠

('C) A 

57.4 

58.8 

63.4 

56.5 

63.8 

58.4 

111日rli嘉川 6 J]24El 
6月25EI

6月26EI

6月271:1

6月281:1

7月4EI 

まE 自
室 7

i 6 
警5
ベ 4
~ ^ 
&-l ο 
:i5 21ラ4骨
1 ~骨骨

0 
50 52 

• 
• • 

y -0.0364x2 + 4.6597x 110.69 

R' 0.8822 

54 56 58 60 62 64 

議街地温("C)

第6国 最高地i昆と50
0

C以上持続時間との関係

10 
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;.; 8 
'"ユ
設 7

~ 6 1・
襲5
護4I・
ベ3I +・
52 
5s 1 
0 
50 

。"三三ププ五
+ Y = -0.0236x2 + 3.0382x -88.601 

R'二 0.6991

52 54 56 

最高気滋("C)
58 60 

第7関 最高気温と50
0

C以上持続時間との関係

んど向じ温度を示した(第4表). 

また，最高地温と50
0

C以上の地温持続時間の関係に

ついての相関係数はR2=0.882，最高気混と50
0

C以上の
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第8図 最高地温(実測値)と最高気温(アメダスデー

タ)の関係 (2008年 6 月 4 日 ~7 月 6 日)

日照時間(アメダスデータ)で.は5.7時間未満，

ムは5.7時間以ヒを示す

第5表 アメダスデータ (27
0

C5.7時間以上)と実測値

との関係

アメダス 実ij[IJ

調査池点 月 日 最高気温 日!即時間 最高地i品
CC) (h) CC) 

Ilil二1T11嘉)116月24日 31.1 9.5 57.4 

6 )~ 25日 30.2 10.2 58.8 

6月26日 31.3 12.7 63.4 

6月28EI 30.8 6.4 63.8 

7月4EI 28.8 7.8 58.4 

7月14B 32.2 8.3 53.9 

7月23日 31.4 9.1 50.9 

岩岡市玖珂 6月25日 30.0 9.2 51.9 

6月26日 30.3 10.2 57.3 

6月28EI 30.6 9.5 59.0 

7月4EI 28.6 7.5 49.2 

7月6日 29.8 5.8 50.9 

7月14臼 31.4 6.7 56.9 

7 fJ 18 EI 32.4 8.1 52.8 

7月23日 31.6 9.6 53.5 

111口市嘉)11は山口アメダスポイント，岩田市玖珂は玖珂アメ

ダスポイントのデータを利用

アメダスデータで，最高気温27
0

C日照時IHJ5.7時間以ヒの日を

すべて抽出

地温持続時間の関係についての相関係数はR2= 0.6691 

であり，それぞれ高い有意な相関が認められた(第 6，

7図). 

5 )アメダスデータを利用した太陽熱消毒効果の高い

地温発現日の推定

「らくラックJにおける太陽熱消毒の実施可能時期を

推定する方法として，太陽熱消毒に必要と判断される地

誌50
0

C以上になる条件と気象庁が提供するアメダスデ

ータ(気温，日照時掲)との関係について調査した結果，

実測地温が50
0

C以上の日は，アメダスデータの日別最

高気温が27
0

C以上かっ日照時間が5.7時間以上であった

(第8図). 

第6表現地ほ場における太陽熱消毒中の最高地識と全

糸状菌数

試験場所 月 臼 最高地ia 50℃以、上
金糸状菌数

持続時問 (cfu/g) 

111f二Jrll嘉)11 6 fJ24EI 55.5 6 5.9 x 1Ô3 

6月25EI 57.1 8 N.T 

6月26日 61.0 9 N.T 

6月27日 54.2 6 N.T 

6月28臼 61.4 9 <1Ô2 

下関干11菊川 6月14臼 61.3 7 4.0X 1Ô2 

6月15EI 58.4 7 N.T 

6月16日 56.3 5 N.T 

6月17EI 51.1 1 N.T 

6月24EI 50.8 1 <10八2

最高地楓が50
0

C以上の日を抽出

第7表現地実証試験 (2009年度試験)
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本
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円
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川
崎
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之
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作
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山
下

発病株率
供試株数発病株数

(%) 

372 

1280 

O 

10 

O 

0.8 

(参考)2008年度無処理一
約6000 約700 約11.7

部クロピク錠剤使用

調査日;2009/5/11 

消毒前に残波クラウンを除去

2009年に山口市と岩国市のイチゴ栽培ハウスにおい

て，近隣アメダス地点のデータで日別最高気温が27
0

C

以上かっ日照時間が5.7時間以上を記録した日を抽出し

て，その日の実測最高地祖を調査した結果 1日だけが

50
0

Cを下回った以外 (49.2
0

C)，最高地温は50
0

C以上で

あった(第5表). 

6 )現地イチゴ栽培ハウスでの実証

2009年の梅雨入りは 6月3日頃で，梅雨明けは 8月

4日頃であった.山口市ハウスでの12日間の消毒期間

中に地温50
0

C以上が得られた日は 5日間，地温50
0

C以

上の積算時間は38時間であった.下関ハウスでの13日

間の消毒期間中に地温50"C以上が得られた日は 5日間，

地温50
0

C以上の積算時間は21時間であった.いずれの

消毒時期においても，消毒後の土壌からは，糸状菌は検

出されなかった(第6表).翌年の 5丹まで栽培を行い，

萎黄病の発病を調査した結果，山口市ハウスでは萎黄病

の発病は認められなかった.下関市ハウスでの発病株率

は0.8%であった(第7表). 

3 考 頭
取

通常のイチゴハウス栽培において，ハウス内での栽培

期間は 9月から翌年5月頃までで，夏期は他の作物を植
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えない眠りは，ハウスは空いている状態である(第 2

図).小玉らは 2)その作型を利用して，太陽熱による

土壊消毒:法を開発し地床栽培におけるイチゴ萎黄病の

防除技術を確立した.近年，イチゴ栽培は，管理・収穫

作業の改善を目的として地床栽培から高設栽培に移行し

てきており，山口県においてもオリジナル高設栽培シス

テムの「らくラック」が1999年に開発され，普及して

きた(第 l図7) しかしながら，当システムの栽培槽

は熱に弱く 8月に太陽熱消毒を実施した場合には，栽

培槽の変形等が危模されたため，太陽熱消毒については

ほとんど実施されていない.そこで，盛夏期より気植の

低い 6~7 月における太陽熱消毒の実施可苔について検

討した.

まず， rらくラック」栽培において， 6 ~ 7月の太陽
熱消毒実施の可能性について検討するため，向期間に萎

黄病菌を死滅させるための地温が確保できるかを確認し

た.その結果，試験1の6月上旬の消毒では開始9日目

(50
0

C以上の讃算時間13時間)，試験2の7月下旬の消

毒では開始4日目 (50
0

C以上の積算時間 9時間)で萎

黄病菌の滅菌は完了し， 6 ~7 月においても太揚熱消毒

に必要な地温が得られることが明らかとなった.また，

地温が50
0

C以上を記録した呂のあとでは，萎黄病曹の

検出率が低下していったことから， 50
0

C以上が菌の死

滅に大きく影響することが示唆された.小玉ら 3)は，

イチゴ萎黄病菌の死滅に要する温度と期間は， 50
o
C'恒

温下の根幹部(菌糸，分生胞子)で12時間と報告して

おり，今国の試験とほぼ一致している.以上の結果から，

fらくラックJでの太陽熱消毒の完了の目安を地混500C

以上の積算時間13持間以上とした.また，前作クラウ

ン根に感染した萎黄病菌の滅菌を目的に太陽熱消毒を実

施した結果，処理13日間で50
0

C以上積算時開22日寺間で

は検出率が 0%にはならず，処理32日間50
0

C以上積算

時間45持簡で、滅菌が確認された.供試株数が少なく，

正確な死滅時間が検討できなかったが，前作の擢病した

クラウン根が残っている場合には，消毒効果が劣ること

が示唆された.ホウレンソウ萎凋病に感染した催病根は，

くん蒸郁による土壌消毒の効果を低下させることが報告

されており l)，イチゴについても同様であると考えられ

る.したがって，消毒を短期開に完了させ，効泉をさら

に高く安定させるためには前作クラウンなどの残誼は，

処理前に除去することが必須と考えられる.

太臨熱消毒の効果安定を目的に，被覆フィルムの検討

を行った.その結果，未使用で厚さO.lrnrnのポリエチレ

ンフィルムを使用することで，最も高い地温が得ること

ができた.rらくラック」でのイチゴ栽培では，地温の
維持および雑草の抑制を話的として，栽培檎の地表面に

マルチとして白黒マルチを被覆するが，生産者からは，

使用後の白黒マルチを太陽熱消毒の被覆資材として利用

したいという要望が多い.そこで，白黒マルチが太陽熱

消毒の捺に被覆フィルムとして利用できるか否かについ

て検討した結果，使用済みの白黒マルチは，単独被覆お

よびポリエチレンフィルムとの二重被覆ともに，ポリエ

チレンフィルム単独被覆と比較して地温上昇効果が低か

った.篠崎ら 8)は，露地の太陽熱消毒において普通農

どを二重被覆することで，一重被覆と比較して平均地温

でO.soC，最高地温で1.5
0

Cも高くなり，消毒効果が向上

したと報告している.今回の試験では，現場からの要望

もあり，白黒マルチは使用済みで植え付け用の穴が空い

ているものを利用したことも地温上昇の毘害要因になっ

たと考えられた.今後，地温上昇効果を話的に，穴が空

いてない透明フィルムを利用した二重被覆についても検

討する必要があると考える.

1)(1)の試験によって， rらくラックjにおける
太揚熱消毒での萎黄病菌の死滅条件が明らかとなった.

しかしながら，蝶夏期ほど気温が高くなく，梅前時期で

もある 6~7 月に太陽熱消毒を実施する上で，消毒に必

要な地j昆が確保できたかどうかを現場で適正に予想し，

判断することは，非常に閤難と思われる.しかし，太陽

熱消毒の消毒効果を判定する上で，消毒中の地温を推定

することが重要な手法となる.ハウスの地床栽培では，

小玉らりが，野外の地表下10crnの地温とハウス内地下

20crnの地温とに高い相関が認められることを見出し，

野外の地温を計測して相関式に当てはめることで，ハウ

ス内の地温を推定した.また， トマト根腐萎掲病を対象

にした太揚熱消毒効果の判断法として，鶏卵の卵自変成

を指標とした方法も開発された G) いずれも地床栽培を

対象にした方法であり，高設栽培による地温予測手法の

報告は見当たらない.従来，気温とハウス内室温には高

い相関関係にあると報告されており 2)，気温や室温を利

用した高設栽培向けの地温予測法を検討した.その結果，

密閉状態のハウス内の気温と地温には高い相関が認めら

れ，特に50
0

C以上を記録した自の最高地温とハウス内

の最高気温とは，記錯した時間は異なるもののほぼ開じ

温度を示した.また，最高地温と50
0

C以上の持続時間

との間にも高い相閣が認められ，相関式に最高地温を当

てはめることで50
0

C以上の推定持続時間が算出される.

以上のことから，ハウス内の最高気混を計測することで，

「らくラック」栽培槽の土壌を対象に太陽熱消毒に必要

な地温が得られたかどうかをある程度は推定できるので

はないかと考えられた.

今まで太腸熱消毒を実施したことのない地域において

6~7 月に消毒を実施しようとした場合，当該地域が諮
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毒実施可能な地域であるか否かを事前に把握できれば，

生産者にとっては営農計画が立てやすくなる.そこで，

アメダスデータを利用した太陽熱消毒効果の高い地温発

現日の推定法について検討した結果，日別最高気温が

27'C以上かつ日照時間5.7時間以上が得られれば，太陽

熱消毒は実施可能と判断できることが明らかとなった.

このため，ハウス近隣のアメダスポイントの過去数年の

データ(気温と日照時間)を利用することで，当該地域

が 6~7 月に太陽熱消毒が実施可能な地域であるか判断

できると考えられる.また，太揚熱消毒効果がやや低い

との判定であっても，高設栽培で利用可能なクロルピク

リン錠剤やダゾメット剤と地温(できるだけ高い)の確

保により，出毒効果の向上が期待できると推測される.

これまでに述べてきた「太陽熱消毒時の地温予測法」

や「アメダスデータを利用した太陽熱消毒実施可能な時

期の推定法jは，密閉条件のハウスの場合のみ利用が可

能である.しかし，現地実証試験においては，サイドビ

ニールを閉めきった状態はもとより， 30crn程度開けた

条件でも 6~7 月の太陽熱消毒で卜分な i功除効果を得る

ことができた.今後，サイドビニールを開けた状態でも

効巣が安定する方法を検討する必要がある.

以上のように， 6 ~ 7月においても「らくラック」の

太陽熱消毒が可能で‘あり，高い防除効果を得られること

が明らかとなった.しかしながら，土壌病害の根絶には

土壌消毒だけで、なく，無病菌の準備も不可欠である.そ

のためには，宥苗床，ポットの消毒，無病育苗培土の準

備など，総合的な対策を講じることが重要であると考え

る.

4 摘 要

山口型高設栽培システム「らくラック」を利用したイ

チゴ栽培において，盛夏期ほど気温が高くない 6~7 月

に太陽熱消毒が可能か否かを検討すると共に，太陽熱消

を実施する上での条件等を検討した.

1. Iらくラック」での太陽熱消毒の完了の目安は，

地混50'C以上の讃算時間が13時間以上であった.前作

の株に感染した萎黄病菌の滅菌には， 50'C以上の積算

時間が22時開以上45時間未満必要であったことから，

太陽熱消毒の効果を安定させるには，消毒前にクラウン

根を除去する必要がある.

2.未使用で厚さO.lmmのポリエチレンフィルムを被

覆フィルムとして使用することで，高い地温が得られた.

3.ハウス内の最高気温を計測することで， Iらくラ

ック」栽培槽の土壌を対象に太陽熱消毒に必要な地温が

得られたかどうかをある程度は推定できるのではないか

と考えられた.

4. アメダスデータを利用した太陽熱消毒実施可能な

時期の推定法について検討した結采，ハウス近隣のアメ

ダスポイントの過去のデータ(気誌と臼照時間)から，

臼別最高気温が27'C以上かつ臼照時間が5.7時間以上で

あれば，太陽熱消毒が実施可能と考えられた.
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